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I石升究 I

多摩川下流域における河床変化と農業水利問題
三井嘉郡夫

河床が高く．なった り（ゑくなった l)すると ，その流域の利水問蓮1こ与える彩

磨は大き い。例えば河沫か悉くは＇った「こ・め 環内地の叫lく条件ぷ悪化し ．内杯

が停滞 レてその拠理1こ楓梢な問唖を起す乙か ，或1よ河床が1氏くなって用水取

．入に困造を末TTふど様々の問懸と残している。従っ こ生き 「→一つの 河と討泉

とし で取扱うこさ河床の択態がどの ようは勃 と示して来たか又を収／よどのよ

ぅrょ理由に よっ こ夜化しこさ た ものをある か等 検討する：：とは単に±..木工学
'<'..ガヽ ，罠薬 土 木の立喝から のみでなく ／ 自 窓、地坦洋的 にb興 昧 ある問翠と考

えられる．このような舎みをもっ て華産は条渾川水源林が下流戎に対してど

のような影 審を与えているか考案どんとして ，奇悔下流践に於ける珂床の灰

化と 戻業水、利．ピの問｛系について諏べ た｀方法としては 、主としこ建設袷関頑

地建 京決 エ手 々紡所，隈林厄釆 京戻地奇 ，那建設芍河）91裸、祁経洛局土咆放

良課等の 資料 1こ墓い，て計璃 と行い ．その数恒によ って問透東、の概視を把遅レ

現地諏査によっ て流威の 地形、地質 の恢略 ，地下水の賦存状態等を知 1) ，兎

取諏登を合めこ奨料の検討にあたっだ a 以 J::_のようは 王旨に基いて躙べた結

果は次のふうに要約出釆る．

／）．青梅下流成1て於げる条 磨）11/J)河床は ，場所に よつ てもま（くによっても冥

るITれども（ 二子下流戒 をは明沼 時イ℃から 1区下している）全殴的に（g下しこ

お り 、こ＞え 0年 問1：： 大き い ところ C̀‘は 3呪以..t.も下 っている．特に終煎后

1さ透し く ，一年当 1)の削糸Il曼／ご於でも 70万記（ふらふ、如幻れ aao km -3¢.？ 

km朋）からあり ，栽前の 1者‘近い億を示している｀

Z)、これら河床の 悠下 をも 「ェら レた要因には主こして砂罰採泥の彩響が完え

られる。但し採堀 n呉科は河床ば「面の・実莉11項のよらは正確はものでなく，ピ

のJ::.資料が全威‘に亘 つて一貫し たもの ではいため ｀両危 の閃保を曼的 に正 V

＜把握することは出来ないが戦前における (aaok戌～3と．3km閤 Iご於ける昭

和 7年 から瑚和 2a年迄）一圭苔 1}の自II条11竺2え万 l1!3と玲 ftl採既登よら万両と

は比致的対応的な慮を示 uていろ J

3)、 このよ うな河床総下方汀衷紫水利面に与える影餐1ょ大芝く、 せの具体的実

例としこは次の ようなものがあげら 軋る。 a)．用水取入 に腐して 1よ 1 9T起 k
，，叶

位の保持 0)ため取外ぐ堰：の上流延長或1よ萬 .l::..となって衷れるとか，又．も），柴

水時渠の焙出 ，C)．取水阻取入口埓の描造物 iJ)決 痰， d.).流水疫化に伴シ

-l -
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取水、不徒．埒があ げ ら乳る．

4). t: fl).t.．表、流水に関し (/J:東京郡民の水深確i系のため莉村堰1:おける ．

村山 ，山口貯水池並び1--::.王）ii..l:::..)Kへの吸水aa，えらい／sOC. の許可水壷が羽村坦

附近の平水遷(.約妙 /11,1/SQ砂を趙える こと >なり ●こ収が下流威の流里に及

ぽす`影答も大輪さく，潅漑罪における 用水の絶対望を木足ミ也ている．

S) .'('..ころで衣流水に対し て地 下？KI{)賦‘存杖怨、をみると (/953竿／ 0月ぇ0 日

；と25日視度I]) (a.,) 段丘.t..の地下水IJ:.慈盤をなす三浦層群或1よ粘 上唇が不透

水罹をは ．し 豆 ‘上↓郎の礫唇中！さ＇忍 lくレ 、いの流勁方向 lj:地表傾斜t似た 1f多

をとり．段 1r... 屋では基盤乃至 :t€.±.. 唇こ深唱と の問かウ泉が 湧出 し て いるの

を各R'1Iご叉、めることが出系る。（特ピ相墨から立川に至る間では枯れる こと

仇い祭とか丸の如くに加れこいる衷があ る ）。 (-8-) ）中棟地の地下水は投

丘‘9..t..t .~ られたような芍 匂を示、 し現流路 に対し〔大体以 0゜～ム 00 //)角度をも っ

こ流入し ＇，多 7Jf.)I＼を涵養レている．とこう を久、 も両為乙も地下水の給源と

かぐ沢甕とつ いては未だ明らかでない ．

従っくこりしら の地 下水が 違漑町Kl：： ど‘のように役立ち得るか 1ま、小河内ダム

完成旭 1-:.お1するぇ i"．3/sの水が羽村から放流され -c. どのように表流）kとし て

涅深用水に和用レ門るかと同じよぅに今后l二宍さ収 T-z唖要課翌と考えられる、

又河床（区下翌と砂利採掘翌から宕 え て，愛するに上流からの流出土砂、 の関係

とが上流・地式のオ<f立変 ｛し ひい 'CIむ水源林の特つ衰芸な 乙が更に検討されな
けれ＇ばなら なし'. (/9.5`夕， l.;l.I) 
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